
北野会長から，九州大学での大会を創立記念大会として，
「農業気象学会の過去を総括して，現在を俯瞰し，創立 100

周年への未来可能性を共有する」大会にしたい。特に，次
世代の若手会員たちが，100周年に向けての学術的な糧を
共有できる催しを，若手企画委員会を中心にして検討して
おり，その一環として，歴代会長で，現在でも学会活動を
続けておられる先生方に，和文誌「生物と気象」に寄稿を
お願いできないか，という依頼を受けた。若手の名を借り
て，北野会長ご自身が色々企画され，盛り上げようとして
いるのは重々承知しているので，お引き受けすることにし
た。しかし，本学会で，長年，私自身の精力を注いだ学会
誌改革に関係する経緯は，17巻 1号（2017）の巻頭言に執
筆したので，いざ，執筆しようとすると話題に困ってしま
う。学会の歴史については，他の先輩会長の方が詳しい。
最近の研究者を取り巻く問題について少し整理して書こう
かとも思ったが，締め切り間際になって慌てて執筆するの
で，十分な論理を構築する自信がない。それで，若い人に
役に立つかどうか，また，100周年に向けて若手会員の糧
になるかどうかわからないが，これまでの自らの研究者人
生を整理する意味も含めて，思いつくまま，雑感として私
自身の研究者としての歩みと，その中で感じたことを書く
ことにした。これまで色々なところに執筆したもの（例え
ば,大政, 1992a; 2001; 2002; 2004; 2011; 2012; 2014; 2016）を
参考にしながら取り纏めたので，重複があること，また，
個人的な見解が多く含まれることについてはお許し頂きた
い。恵まれた時代に，恵まれた環境で研究者としての人生
を歩んできたので，余り参考にならないかもわからないが，
本稿が若手会員の何かの役に立てばと思う。

1. 学生の頃

大学入学は 1969年の東大紛争の年である。地元の愛媛
大学に入学したが，授業がなく，かといって，紛争の仲間
入りをするのも気が乗らず，サークルには入っていたが時

間を持て余していた。この年の学科主任が，たまたま，船
田周教授で，その縁で研究室（農業環境工学）のゼミに 1

年生の時から時折参加させて頂いた。当時，助教授だった
橋本康先生が，3年生の時，先輩学生と一緒に九州大学に
新しくできたファイトトロンの制御特性の解析実験に行く
のに，ご一緒させて頂いた。4年生の卒論で，ファイトト
ロンの制御系のアナログシミュレーション，修論で，アナ
ログ計算機とディジタル計算機とをリンクしたハイブリッ
ド計算機によるシミュレーションやディジタル計算機によ
る温湿度のフィードフォワード制御等の研究を行った。
ディジタル計算機が進化した現在では，ハイブリッド計算
機といってもピンとこないが，その頃としては非常に高価
な機器を使った研究で，コンピュータとシステム制御の知
識を習得するのに役だった。また，N. Wienerの Cybernetics

等の生物と機械における制御と通信の考え方にも影響を受
けた。元々，going my wayの性格で，どこか物事を第三者
的にみる傾向があったが，今思えば，この時の経験が，シ
ステムとして俯瞰的に物事をとらえ，複雑なプロセスを整
理し，問題を解決していく能力を養うのに役だったと思う。

2. 建設途中の筑波研究学園都市へ

修士 2年の時，船田先生から，茨城県筑波研究学園都市
に新しくできた環境庁（現在環境省）の国立公害研究所（現
在国立環境研究所）（国立公害研究所編集委員会，1984）に，
ファイトトロン等の施設ができるので行かないかというお
話があった。国立公害研究所は，1971年に発足した環境庁
唯一の研究所として 1974年 3月に新設された。1972年 6

月の国連の環境会議を受けて，国際的に環境保全の世論が
盛り上がり，国際環境プログラムが発足した直後であった。
研究所の日本語名は，当時の公害防止への世論を反映して，
国立公害研究所であったが，設立当初から，英語名は The

National Institute for Environmental Studiesであり，日本の環
境科学研究の中心的役割を担い，環境科学分野の人材育成
と国際交流の拠点としての大きな期待があった。この研究
所の設立のために，1971年 11月，茅誠司元東京大学総長
を座長とする国立公害研究所設立準備委員会が発足し，ま
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た，委員会の下には専門委員会，各種分科会が設けられて，
国立公害研究所で行うべき環境研究，組織，主な実験施設
等が細かく検討され，報告書としてまとめられた。後に，
研究所の初代の主任企画官になる事務方の責任者であった
仲光佐直設立準備室長は，文部省の出身で，後に，理化学
研究所の P4施設の建設にも腐心された方で，ライフサイ
エンスの大型実験施設の建設に非常に熱心であった。研究
所での直属の上司であり，筆者を採用して頂いた，相賀一
郎室長（後に部長，元大阪府立大学学長）は，九州大学生
物環境調節センターでの上司であった松井健教授から，
1974年の春に生物環境実験施設の建設運営の責任者とし
て，突然赴任するように厳命されたと話しておられた。
国立公害研究所には，公害や環境科学に関する学際的な

研究のための大気，水，土壌，生物（含人間）等に関係す
る大型研究施設や情報関連施設が，設立準備委員会報告に
従って順次建設された。生物環境実験施設としてはファイ
トトロン，ズートロン，ペドトロン，アクアトロン，RI・遺
伝子実験棟等が，また，関連施設として，実験圃場，霞ヶ
浦臨湖実験施設，奥日光環境観測所，微生物系統保存棟等
が建設された。ファイトトロン（相賀ら, 1982）は，その中
でも研究所の中心的な施設として，I棟（1975年 12月竣
工），II棟（1981年 7月竣工）が建設され，大気汚染の植物
影響，植物による大気環境浄化，遺伝子組換え体の環境影
響，地球温暖化（二酸化炭素濃度や気温）や砂漠化，紫外
線影響等の地球環境問題のプロジェクト研究に使用され
た。筆者も，1975年 12月から，相賀室長の下で，研究施設
の建設とプロジェクト研究に関わることになった。
建設されたファイトトロン I棟の特徴は，自然光型や人

工光型の低濃度大気汚染ガス濃度制御機能を備えていた点
にあった。環境基準値濃度での長期暴露による植物影響を
調べるために，SO2 や NO2，オゾン等の濃度の制御とト
レーサビリティの確保には，最新の技術が用いられた。ま
た，ファイトトロン II棟には，植物群落の環境応答と植物
と環境との相互作用を解析するための，大型風洞タイプの
自然環境シミュレータが建設された。この装置は，高出力
カラー蛍光灯を上面だけでなく，側面にも配置し，光質，
光量及び照射方向を制御できるソーラーシミュレータ，ま
た，高さ方向に 10段の風速と温湿度の成層制御とガス濃
度（大気汚染ガスや CO2 濃度）制御が可能な環境制御風洞，
及び土壌の温度と水分調節が可能な土壌環境制御ユニット
で構成され，センサ等の装着のための 3次元トラバース装
置と合わせて，光―大気―植物―土壌系の複合環境制御と
データ解析をコンピュータによって行うことを可能にし
た。光源が LEDの発明により高波長分解能制御ができる
ようになったことを除けば，光―大気―植物―土壌系の複
合環境調節施設としては，現在でも世界にも類をみない。
そして，後述する画像計測システムと併用した植物環境応
答や植物と環境との相互作用の解析は，植物科学や農学分
野の先導的研究として，また，最近注目されている Plant

Phenomics研究施設の先駆けとなった。
建設当初，ファイトトロンには，天皇皇后両陛下をはじ

め皇室の方々や胡耀邦中国総書記，サッチャー英前首相等
多くの来賓が訪れ，国内外で広く知られることになった。
このように，研究所の中心的な大型施設として，建設，運

営できたことは，相賀室長始めファイトトロン関係者の努
力に加えて，歴代所長，特に，第 3代の近藤次郎所長のご
理解と，積極的なご支援のたまものと思う。近藤先生には，
学術会議の会長になられてからも，直接，個人的に色々ご
指導頂き，その後も研究所の同窓会（四六会）の会長と幹
事としてお付き合い頂いた。国立公害研究所には，理学，
工学，医学，農学，社会科学等，様々な分野の研究者がい
て，建設当初はお互いに時間的余裕もあったことから，ス
ポーツや飲み会等も含めて，交流が盛んであった。今でも，
四六会は，環境科学に関わる多分野の研究所 OBと現役の
研究者との交流の場になっている。また，仲光先生がご存
命の時には，建設当初に採用された方々の交流が最近まで
続いていた。さらに，筑波研究学園都市には，筑波大学や
農水省の研究機関も含めて，多くの省庁，民間の研究機関
があり，若い頃に，日本の科学技術を先導している先生方
や異なる分野の最先端の研究をしている多くの方々と身近
に交流できたことは，広い視野から物事を判断していく素
養の育成と，私自身の研究者としての考え方や価値基準形
成を行っていく上で非常に役だったと思う。同僚で，仲が
よかった島崎研一郎元九州大学理学研究院教授に，それは
常識だろうと言うと，常識というのはない，といつも反論
されたのが記憶に残っている。確かに，ノーベル賞は，そ
れまでの常識を覆した成果に与えられることを考えると，
これが研究の王道なのだろうと思う。常軌を逸した，非常
識のすすめ，である。これは，目的が明確なトップダウン
型のプロジェクト研究には馴染まないのではと思う。

3. 大気汚染の研究

国立公害研究所では，建設されたファイトトロンを利用
して，当初，大気汚染の植物影響や植物による大気汚染浄
化機能等の研究プロジェクトが，植物生態学や植物生理学
の研究者らと共同で実施された。このプロジェクトのメン
バーには，我々のグループ以外に，戸塚績元東京農工大学
教授，菅原淳元国立環境研究所部長，近藤矩朗元東京大学
理学系研究科教授，米山忠克元農研機構副理事長（元東京
大学農学生命科学研究科教授），島崎研一郎元九州大学理
学研究院教授，岡野邦夫元農研機構部長，伊藤治元国連大
学シニアリサーチフェロー，田中浄元鳥取大学農学部教授，
古川昭夫元奈良女子大学教授，藤沼康実元鳥取環境大学教
授，榊剛北海道東海大学教授らがいた。目的のあるプロ
ジェクト研究ではあったが，国立公害研究所には環境科学
分野の人材育成のミッションもあり，また，その当時の時
代背景から，比較的自由に，潤沢な予算を使って研究を行
うことができた。このため，上記のように多くの人材がこ
のプロジェクトを通して育っていったのだと思う。
筆者もこのプロジェクトの一員として研究を分担した

が，従来の生態学や生理学のアプローチの仕方に物足りな
さを感じていた。当時，大気汚染による植物影響の研究に
たずさわっていた研究者の多くは，被害に直接関係するガ
ス吸収量（あるいはガス吸収速度）との関係ではなく，ガ
ス濃度やドース（ガス濃度ｘ時間）と関連づけて，その現
象を整理していた。何故，ガス吸収と直接関連づけて現象
を整理しないのか？これが私の最初の疑問であった。早
速，光合成や蒸散に関連して，葉面や群落でのガス拡散現
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象に関する多くの先駆的な研究があり，活発に研究活動が
行われていた当学会に入会したのは当然のことであった。
学会の雰囲気はアカデミックで，多くの知己と新しい知識
を得ることができた。そして，私の研究も，植物の汚染ガ
ス収着（吸収＋吸着）速度の測定法の開発に始まり，ガス
拡散抵抗モデルによる解析，サーモグラフィやクロロフィ
ル蛍光等の画像計測システムの開発へと発展していった。
この頃のことについては，学会賞受賞記念講演要旨（大政,

1992a; 2001）に詳細を記載しているので，興味があれば見
て頂きたい。農業気象の分野では当たり前のガス拡散モデ
ルによる解析が，私が研究を始めた昭和 51年当時，大気汚
染ガスによる植物影響の研究をしていた研究者の間では必
ずしも一般的な考えではなかった。ガス曝露チャンバを用
いた計測と，ガス拡散モデルにより解析した結果は，主要
な汚染ガスである SO2, NO2, O3 の場合，ガス濃度や混合状
態にかかわらず，通常の大気濃度では汚染ガスの植物体内
での代謝・分解能力は十分に大きく，気孔を介してのガス
吸収に比べて，葉表面への吸着は無視できる程度あった。
そして，ガス拡散抵抗モデルの植物側境界条件である気孔
底界面でのガス濃度は可視障害発現に至るまで 0 ppm

（v/v）と仮定でき，ガス吸収が気孔拡散抵抗や葉面境界層
抵抗等の気相でのガス拡散に律速されることを明らかにし
た（大政・安保, 1978; 大政ら, 1979）。その後，1979年に英
国の Black & Unsworthが Nature（282:68-69）に SO2で同様
の結果を報告したのを始めとして，植物種や環境を変えて
測定した多くの研究者の報告によりこの結果が支持されて
いる。この農業気象の論文は日本語であったので，その後，
国立公害研究所の英文報告書として，翻訳版を世界の関係
者に配布した。当時，他の研究者の成果も含めて，国立公
害研究所での成果が世界のこの分野の研究をリードしたと
思っている。そして，2004年のつくばでの 6th International

Symposium on Plant Responses to Air Pollution and Global

Changes（APGC）の大会に繋がった（Omasa et al., 2005a;

2005b; 2005c）。私自身は，九州大学での本学会の大会の時
に急病になり，Chairmanとしての役目を果たせなかった
が，国内外から 300人程度の参加者があり，野内勇農環研
気象研究グループ長をはじめ多くの関係者のご尽力で無事
大会を終えることができたことに今でも感謝している。そ
の後も一部の海外研究者とは交流が続いており，研究室出
身の星加康智君が E.Paoletti博士のいるフィレンツェの研
究所で第一線の研究者として仕事をしていることは嬉しい
ことである。この分野の研究は，アルデヒド類等の有機化
学物質のガス吸収モデルへと発展し（例えば，Omasa et al.,

2000），プロジェクトを推進した研究所の同僚と一緒に，東
京大学へ異動した後，2002年に Springerから，これまでの
研究所での成果を取り纏めて出版した（Omasa et al., 2002）。
また，（独）海洋研究開発機構の滝沢雅之博士や研究室の清
水庸助教や星加君らの協力もあって，大気化学のモデルと
融合するかたちで，東アジアの植生のガス吸収モデル予測
へと発展していった（例えば,Hoshika et al., 2011; 2012）。

4. 植物機能の画像計測に関する研究

高精度の環境調節ができるようになると，人工的に作ら
れた環境下で，また，野外環境との比較において，植物の

環境応答や植物と環境との相互作用を如何に計測し，解析
するかに研究の主眼が移っていった。筆者は，空間的に異
なる植物の構造や機能に興味を持ち，ファイトトロンや実
験圃場の建設と平行して，蒸散や光合成，成長といった植
物機能の新しい画像計測システムの研究を始め，徐々にこ
の分野の研究に専念していった（図１）。そして，東京大学
に異動してからも，この関連の研究を継続し，細胞レベル
から植生レベルまで，また，基礎研究から先端的農業や地
球観測等の応用研究まで幅広く行い，後述の図４に示すよ
うな統合化研究を推進した（大政, 1992a; 1992b; 2001; 2002;

2004; 2011; 2014; 2016参照）。
植物機能の画像計測手法に関する研究は，筆者が研究を

始めた 1970年代の半ば頃から始まり，コンピュータと画
像計測技術の進歩とともに発展してきた。この頃の筆者の
研究を，執筆した文献をもとに振り返ってみると，1980年
頃には，ファイトトロンや圃場で生育している植物の熱赤
外（葉温）画像や近紫外～近赤外分光反射画像を，光ファ
イバ通信（インターネットのように高速ではなく，また，
光ファイバも自ら敷設するものであったが）によりオンラ
インで自動計測し，解析するシステムを構築し，蒸発散や
汚染ガス吸収，植物環境応答等の解析に利用していた（例
えば，大政・相賀, 1981; Omasa et al., 1981）。その後，植物
機能の画像計測に関する研究は，顕微鏡画像やクロロフィ
ル蛍光画像，３次元画像等を加えた複合画像計測システム
へと発展していった（大政, 1994a; 2007; Omasa, 1990; 1998;

2000; 2006; Omasa and Aiga, 1987; Omasa and Croxdale, 1991;

Omasa and Takayama, 2003; Hosoi and Omasa, 2006; Endo and

Omasa, 2007; 大政ら, 1988; 2000; 2002; Omasa et al., 1983;

1985a; 1990; 2003; 2007; 2009; Konishi et al., 2009; Hosoi et

al., 2010）。この頃，この分野の研究をリードしていたのは
我々日本の研究者であったと自負しているが（Jones, 2004;

Govindjee and Nedbal, 2000参照），1985年に橋本先生が企
画された “Instrumentation and Physiological Ecology” の日米
セミナー（東京）（Hashimoto et al., 1990）を経て，Duke大学
や Columbia 大学 Biosphere 2 センター等でも研究が行わ
れ，さらに，1990年代以降，植物環境応答解析の手法とし
て世界的に徐々に普及し，遺伝子実験施設と融合した新し
い分野である変異体のスクリーニングや解析を含む Plant

Phenomics 研究へと発展していった（Omasa et al., 2002;

Furbank, 2009; Pieruschka and Lawson, 2015）。特に，1985年
の日米セミナーには，“Water Relations of Plants and Soils”

の著書で有名な Duke大学の P.J. Kramer名誉教授等，米国
を中心とした植物科学の権威者が数多く来日し，帰国後，
日本のこの分野の研究を世界に紹介していただいたという
点で重要であった。この頃は，プラザ合意にみられるよう
に，日本の産業界が絶好調の時代で，米国内に日本への圧
力と同時に，日本を見習おうという風潮があった。東京で
の日米セミナーと国立公害研究所の見学は，米国の研究者
にとっても十分インパクトのあるものであり，筆者のその
後の国際交流の原点となった会議であった。筆者の博士論
文のご指導を頂いた尾上守夫東京大学生産技術研究所長と
の共著のポット植物の土壌―根系のMRI研究（Omasa et al,

1985b）が，Kramer先生によってこの分野の最初の研究と
して位置づけられ，米国へ帰国後さらに発展し，環境科学
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や Plant Phenomics研究の一分野として現在も研究が進め
られていることは研究者冥利に尽きる（Simpson et al.,

2011）。Kramer先生は，1995年に 92才で亡くなられたが，
その後も Duke大学のファイトトロンとは，日米科学技術
協定に基づく交流を継続し，ファイトトロンの責任者で
あった B.R. Strain教授や J.F. Reynolds教授との交流が続
いた。両先生は，1990年頃から盛んになったファイトトロ
ンの地球環境研究への利用に興味を持ち，屋外での FACE

（Free-Air CO2 Enrichment）との併用研究に熱心であったが，
筆者が東京大学に異動した頃（1999年）から，地球環境分
野でのフィールド科学研究の重要性が叫ばれ，また，分子
生物学や遺伝子工学の進歩により，世界的にファイトトロ
ン研究の再構築が求められるようになった。

なお，1982 年の西ベルリンでの IMEKO の会議の前後
に，研究所を訪れ旧知であった “Physiological Plant Ecology”

の著書で有名な Innsbruck大学のW. Larcher教授（Institute

of Botany）を訪ね，その頃，同僚の島崎研一郎博士と開発
をしていた Chlorophyll Fluorescence Imaging（CFI）研究の
相談に乗って頂いた。その後，Plant Physiology（Omasa et

al., 1987）に掲載された論文が，この分野の最初の研究と
なった（Osmond et al., 1998; Govindjee and Nedbal, 2000）。
Biosphere 2 センターの所長であった C.B.Osmond 教授と
は，この論文が縁で共同研究を行い，今でも懇意にして頂
いている。最近，CSIROの PrometheusWikiに執筆を頼ま
れ，歴史的な経過を含めて，この分野の最新の 3D-CFI研
究の簡単な紹介をした。また，前後するが，Strain教授か
らの紹介でWisconsin-Madison大学の J.G. Croxdale准教授
（Department of Botany）から米国の NSF予算での共同研究
の依頼があり，1988-1992年にわたって CFIや熱画像計測
の共同研究を実施し，幾つかの研究成果を Plant Physiology

等に発表した。後に，彼女の教授昇進の際の評価を，当時，
Wisconsin 大学のバイオトロンの責任者であった T.D.

Sharkey教授から依頼されたが，Sharkey教授がバイオトロ
ンの責任者になった 1990年代の半ば以降，バイオトロン
を分子生物学や遺伝子工学に対応した施設に改修した。そ
れまでの T.W. Tibbits教授らによる Life Support Systemの

研究は，弟子の R. Wheeler 博士（NASA's Kennedy Space

Center）によって NASAで引き継がれた。

5．植物フェノミクス研究への展開

食料や健康，環境，エネルギー問題等の解決のために，
有用植物の作出は重要な課題である。従来から遺伝子のス
クリーニングや解析に画像情報を利用することが行われて
きた。しかし，植物の有用な形質の多くが複数の遺伝子の
効果の組み合わせによって決定される。また，形態的，生
理的な性質は生育段階や環境で複雑に変化する。このた
め，最近，表現型を遺伝子型と環境の両面から研究する植
物フェノミクスの分野において，生育している状態で，環
境を破壊することなく形質に関する情報を得るフェノタイ
ピングの技術開発の重要性が認識されている。特に，育種
等の実利用を目的とする場合，量的形質を決定している遺
伝子座（QTL）解析を行う必要があり，このためには，多量
に，かつ，迅速，自動的に，生育環境下で，形態的，生理
的な性質に関する情報を得るための技術が不可欠であり，
植物機能リモートセンシングへの期待が大きい（Furbank,

2009; Pieruschka and Lawson, 2015）。

2009年に，豪州 Canberraの CSIROファイトトロンの改
築のために “1st International Plant Phenomics Symposium:

from Gene to Form and Function” が開催されたのが，この分
野の最初の国際会議であると認識している（Furbank,

2009）。それ以前，特に，2006年以降，招待された英国（Jones

and Morison, 2007）やドイツでの植物科学のイメージング
関係の会合や施設の訪問の際，その流れを感じていたが，
ドイツ Jülich研究センターの IBG-2での新設施設（2003年
開設）のプロジェクトのためにフェノタイピング研究への
流れができ，ドイツ，欧州，さらに豪州を加えた国際フェ
ノタイピングネットワークが構築されていった。そして，
筆者も参加した Canberraでのシンポジウム以降，2011年
に LemnaTec（ドイツ）が主催する別企画の PhenoDaysが
ワーゲニンゲンで開催され，欧州・豪州から世界へと急速
に展開した。現在，筆者らも，JST/JICAでコロンビアの国
際熱帯農業センター（CIAT）等と，インターネットやドロー
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図１. 1987年頃の国立公害研究所の画像計測システム

図 2. 国際熱帯農業センター（コロンビア）とのイネのフェ
ノタイピングに関する国際共同研究



ンを利用して，機能リモートセンシングによる圃場でのイ
ネのフェノタイピング研究を実施している（図 2）（大政,

2014; 2016; 浦野ら, 2014; Naito et al., 2017; 下嶋ら, 2017）
が，上述の海外の研究機関や大学との身近な交流を通じて
感じたことは，施設建設やプロジェクトのためということ
もあるが，筆者が紹介した技術も含めて，新技術の導入と
国際展開の速さである。また，企業参入も活発なことから，
将来の産業化への期待が大きいことが伺える。只，この分
野がまだ未成熟なこともあり，導入された設備にやや問題
があるものもあることは否定できない。今後，わが国での
導入に際しては留意する必要があろう。そして，フェノミ
クス，ゲノミクス，インフオマティクス等のオミクス技術
が融合するかたちでこの分野が発展していくことを期待し
ている。

6. 地球環境の研究

開発途上国での人口の爆発的な増加と地球規模での経済
発展が，食料やエネルギー，資源等の争奪を引き起こし，
気候変動（地球温暖化）をはじめとした地球環境問題を顕
在化させた。このため，環境に配慮した持続的な開発
（Sustainable Development）の必要性が認識され，国連の「環
境と開発に関する世界委員会」が 1987 年に公表した
Brundtland Report “Our Common Future” における中心的な
理念となり，また，気候変動に関する科学的知見の取り纏
めのために，国連の「気候変動に関する政府間パネル
（IPCC）」が 1988年に設立された。この理念は，1992年の
リオデジャネイロでの国連地球サミットにおいて「環境と
開発に関するリオ宣言」や国際的な枠組みに関する行動計
画である “Agenda 21” として纏められた。
このような状況の中で，1990年 7月に，国立公害研究所
も国立環境研究所に名称変更し，地球環境研究を推進する
ことになった。そして，ファイトトロンも，地球環境研究
の一旦を担うことになり，農作物や樹木，野生の草本植物
等を対象として，高温や高 CO2影響，植物や土壌と大気と
の CO2やメタン，N2O交換等の地球温暖化に関連した研究
や紫外線影響等のオゾン層破壊に関連した研究，また，砂
漠や半乾燥地，熱帯地域で生育している多様な植物種の機
能，環境修復等に関連した研究等が実施されるようになっ
た。さらに，大気汚染研究の分野では，国境を越えた越境
大気汚染や酸性雨に関連して，その影響研究や大気浄化に
関する研究が有機汚染ガスを含めて行われるようになっ
た。これらの地球環境研究の特徴は，トップダウンの目的
指向型で，分野横断型研究として実施され，影響メカニズ
ムの解明だけでなく，全球気候モデル（GCM）等の数値シ
ミュレーション研究の要素研究として位置づけられ，屋外
での FACE研究やフィールド観測研究と相互補完的に実
施されるようになったことである。また，数値シミュレー
ションと観測研究との同化の重要性が認識され，大気と植
物や土壌との相互影響を，より厳密に解析し，モデル化し
ようという流れの中で，ファイトトロンやフィールドでの
実験で得られた知見が有効的に利用されている。また，地
球規模の観測研究においても同様で，ファイトトロン等で
得られた画像計測等の知見が，航空機や人工衛星からの新
しい機能リモートセンシング等の開発研究に利用されてい

る（大政, 2011）。この関連の国際会議が，様々な分野で頻
繁に開催され，筆者も招待されることが多いが，“Plant and

Microclimate” の著書で有名な Dundee大学の H.G. Jones教
授（School of Biosciences）に招待して頂いた，2006年の英
国 Canterbury大学での The Society for Experimental Biology

の年会における “Imaging Techniques for Understanding Plant

Responses to Stress” のシンポジウムでは，特に，1990年代
後半から行ってきた航空機や地上 lidarによる研究を取り
纏め，3D lidar imaging for detecting and understanding plant

responses and canopy structure（Omasa et al., 2007）として発
表した。この発表は，その後のこの分野の研究の流れに幾
らかの影響を与え，また，筆者らの研究成果がこの学会の
絵葉書に採用されたという点で記憶に残っている。シンポ
ジウムの成果は，Journal of Experimental Botany（2007）の特
集号（Jones and Morison, 2007）として出版されている。な
お，ファイトトロンを用いた温暖化研究では，1990年代の
半ば頃から，イネの高温不稔の先駆けとなった研究を，堀
江武京都大学農学部教授（元農研機構理事長）のアイデア
で実施し，お弟子さんの松井勤助手（現在岐阜大学教授）
の頑張りもあって，約 10報の共著論文として取り纏めた
（例えば，Matsui et al., 2001）。また，堀江先生の他，内嶋善
兵衛宮崎公立大学学長，吉野正敏愛知大学教授（筑波大学
名誉教授），張新時中国科学院植物研究所長らには，温暖化
プロジェクトでご指導頂き，その成果を Climate Change

and Plants in East Asia（Omasa et al., 1996）として Springerか
ら出版できたこと，また，気候変動に関する政府間パネル
（IPCC）の報告書作成に Expert Reviewerとして貢献できた
ことは，筆者の研究者としての幅を広げた。また，1989年
度から，理化学研究所を中心機関とし，我が国の 16の国立
研究所や大学等が参加し，中国科学院との間で始まった科
学技術振興費による｢砂漠化機構の解明に関する国際共同
研究｣（大政, 1994b）では，天安門事件の影響で開始が少し
遅れたが，1990年 10月に，植物研究所（北京），蘭州氷河
凍土研究所，蘭州砂漠研究所，新疆生物土壌砂漠研究所（烏
魯木斉，吐魯番）等を始めて訪れ，現在まで続く中国との
交流が始まった。この時，蘭州から烏魯木斉まで列車で移
動し，ゴビ砂漠やタクラマカン砂漠をはじめてみた。その
時，烏魯木斉の研究所で真木太一博士（九州大学名誉教授）
と会い，また，吐魯番での長期観測を実施している様子を
拝見し，その熱意に感銘を受けた。真木先生には，その後
も学会や学術会議活動等で色々とご指導頂き，今も大変お
世話になっている。中国との研究交流は，その後の温暖化
プロジェクト（大政ら, 2003）や中国側からの招聘等も含め
て継続し，中国各地を数多く訪れた（図 3）。また，中国の
砂漠植物の研究を日中共同で推進し，多くの論文を発表し
た（例えば，Tobe et al., 2000）。そして，国立環境研究所在
任中だけでなく，東京大学に異動してからも，学生やポス
ドクとして多くの中国の若者を引き受け，王 芬教授（中
国科学院研究生院副院長）や邱国玉教授（北京大学深圳研
究生院環境エネルギー学院），李小明教授（山東大学環境科
学・工学院），廬 珊教授（東北師範大学地理科学院）等が
母国で活躍されていることは嬉しいことである。私自身
も，現在，北京大学や東北師範大学の客員教授を務めてい
る。
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7. 東京大学での新しい研究室の立上げ

国立環境研究所から東京大学大学院農学生命科学研究科
への異動は，何かの縁であろうと思う。学会活動を通じて，
高倉直名誉教授や蔵田憲次教授には日頃から色々ご配慮頂
き，大変お世話になっていた。また，生物・環境工学専攻
の他の先生方の中にも，お世話になっていた先生が何人か
おられた。しかし，私自身はこの専攻の卒業生ではない。
当時，地球環境のプロジェクトやリモートセンシングの研
究をしていたことが，専攻の新しい生物環境情報工学研究
室の教授として期待されたのかも知れない。農学生命科学
研究科や他の研究科等の中にも，旧知の先生方も数多くお
られて，定年になって振り返ってみると，非常に恵まれた
環境で，東京大学での仕事をできたと思う。特に，大学院
講座として設置された研究室であるにもかかわらず，学部
からの一貫教育ができるようにご配慮頂いた当時の専攻の
先生方には感謝の念に堪えない。赴任の際に言われたこと
は，新しい研究室であるので，従来の分野との連携を図り
つつ，新しい分野を作って欲しい，特に，リモートセンシ
ングへの要望は強かった。私自身も学生とのふれあいを楽
しみに，また，多くの学生を育てたいという意欲を持って
赴任した。赴任にあたって，研究室の教育研究ビジョンを
一つの図に纏め，環境地水学研究室との併任で初代教授を
務められた中野政詩先生と専攻の教授の先生方の了解を得
た（図４）。この図では，出口を生物生産と環境に置き，遺
伝子・細胞レベルから地球環境までを対象として，基礎か
ら応用まで，個々の学生の興味に合わせて，生物と環境に
関わる情報工学，特に，画像情報，地理空間情報の知識を
身につけるための教育研究の概念図である。研究室の卒業
生は，この図のどこをテーマにするか，自身の興味で決め，

それを先生方がサポートする体制を考えた。図は 1999年
4月の赴任時に作成したものであるが，今でも使用できる
と思う。しかし，若い学生がより興味を持つように，時代
に合わせて，多少のキーワードの変更を行った。最近のも
のは，大政（2014）を参照して頂ければと思う。設立当初，
高倉先生の研究室から異動した後藤英司助教授（現在千葉
大学教授）や，専攻の先生方のご意見を考慮し新たに採用
した沖一雄講師（現在東京大学生産技術研究所准教授）や
清水庸助手と一緒に，研究室の立ち上げを行った。現在，
愛媛大学と千葉大学で活躍している高山弘太郎君や石神靖
弘君は一期生，また，大阪府立大学の遠藤良輔君は二期生
である。研究室准教授の細井文樹君や海洋研究開発機構の
羽島知洋君，農研機構の内藤裕貴君，民間の研究・新規事
業分野で活躍している小西充洋君（ヤンマー），鈴木健吾君
（ユーグレナ）らも博士課程の卒業生である。なお，延人数
にはなるが，私が在任中（1999年 4月～2016年 3月）に，
研究室の博士課程，修士課程，学部に在学した学生（副専
攻，研究生等を除く）は，それぞれ 24名，40名，78名であ
り，また，論文博士のみの取得者が 2名であった。後で考
えると，反省することも多々あるが，現在，卒業生が特定
の分野に限定されず，多様で，広範な分野で活躍できてい
ることはよかったと思う。また，時代の要請にも応えるこ
とができたのかなとも思う。本稿で，その活躍を具体的に
紹介できないのは残念である。毎年，研究室の同窓会で，
卒業生の近況を聞くのが楽しみである。図 5は，私が在任
中に，研究室の教員や卒業生と行った研究成果の例である。
左上がクロロフィル蛍光の衛星画像，また，右下が 3次元
顕微画像であり，時代の進歩を感じる成果でもある。しか
し，太陽光クロロフィル蛍光のリモートセンシングで得ら
れる定常蛍光画像は，クロロフィル含有量や葉面積指数の
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影響が大きく，単純な相関解析では，光合成反応系の状態
を理解するには難しい。最近，この問題を指摘し，新しい
リモートセンシング手法の提案を行った（Bajgiran et al.,

2017）。なお，研究室での教員や卒業生との研究の成果は

研究室のホームページ（http: //park. itc. u-tokyo. ac. jp/joho/

web/publication.html）に掲載しているので参考にしていた
だければ幸いである。
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図４．研究室立上げの際に作成した生物環境情報工学の概念図（1999年当時）

図５．東京大学在任中に，研究室の教員や卒業生と行った研究成果の例



8. 研究者として思うこと

“好きこそものの上手なれ”，ということわざがある。人
が物事を推進していくときの力は興味である。何に興味を
持つかは人によって違う。特定のことに興味を持つ人は，
それを継続することができれば，専門家として大成する。
人を動かすことに興味がある人は，知識や経験とのバラン
スがとれてくると，マネージャーとして大成するかも知れ
ない。興味の多様性は，その人の幅を広げる。しかし，自
分のやり方を身につける前に，余り多くのことに興味を持
つと発散してしまい，いい仕事ができないかも知れない。
また，多くのことを知りすぎると評論家になってしまい，
自らの行動力を低下させるかも知れない。若い人，特に，
学生は知識や経験が不十分な分，興味に対する行動力は年
配者に勝る。これを上手に指導できれば，優秀な教育者だ
ろうと思う。そのためには，若者の興味を理解し，それを
上手く導く，知識と経験，そして能力が必要である。“守破
離”という，伝統的な師弟関係のあり方に関する言葉があ
る。型，技を忠実に身につける段階を疎かにすると大成し
ない。また，余り特定の流派に固執すると，これもいずれ
限界が来る。若者にとって，自身の成長段階において誰と
出会い，何を身につけるかは，その人の人生を大きく左右
するが，運による部分も多い。私自身は，学生時代，理数
系の教科に興味があったが，社会科も好きであった。高校
時代を振り返ると，受験とは関係ないことに多くの時間を
費やした。これが，今考えると色々な出会いの中で結構役
に立ったと思う。
興味に定年はない。林周二東京大学名誉教授の著書，｢研

究者という職業｣（林, 2004）には，研究は本質的には自由
人の仕事であり，研究職は一生涯の仕事とある。また，若
いときに時流的な研究テーマに飛びつく人や外部から研究
テーマを命ぜられてやっている人は，研究生活の方向をな
くし，研究に興味を失い，早晩に研究を止める傾向がある
とのことである。このような人には，一区切り，定年があっ
た方がいいのかもわからない。勿論，林先生は人文社会科
学者であり，これに反論する人も多くいると思う。特に，
最近は，研究者を取り巻く環境は厳しく，研究成果に社会
への貢献が求められる。省庁や企業の研究機関には，それ
ぞれの機関のミッションがあり，その組織の研究者にはそ
れを遂行することを求められる。大学は，本来教育がミッ
ションであり，研究には自由度があると思うが，運営費交
付金の減少によって，競争的資金による運営が求められる。
このため，予算を獲得することが目的化し，予算獲得に秀
でた研究者が優秀で，評価されるという現実がある。国か
らの研究費には，科学技術振興調整費のような委託費と科
研費のような補助金がある。委託費は，本来，国が行うべ
き業務を国に代わって受託機関，即ち研究者が実施するた
めの研究費である。これには，当然のことながら，委託内
容に対する対価が求められる。補助金は，国家的見地から
公益性があると認め，反対給付を求めないで交付される研
究費である。当然のことながら，後者の方が研究者にとっ
ては使用の際の自由度があり，将来に向けての研究ができ
る。研究者のアイデアを伸ばしていくためには，ボトム
アップ型の科研費のような補助金の確保と競争的資金によ

らない最小限度の基盤経費の充実が不可欠である。多額の
委託費により，その時々の時流にあった特定の委託内容に，
任期付きの若い優秀な研究者が動員され，現在のポスドク
問題が生じている事実を見逃すことはできない。また，運
営費交付金の減少により，収入として安定しない競争的資
金に組織運営や研究費のかなりの部分を頼らざる得ない日
本の科学技術の現状を考えると，将来を憂慮せざるを得な
い。このことは，学術界を代表する多くの研究者の懸念で
ある。
学会は，研究者が身銭を切って参加している団体である。
会員それぞれが何かの目的を持って参加していると思う
が，“守破離”においてみられるように，その成長過程のど
の段階にあるかによって，学ぶものは異なる。老若男女，
また，分野や価値観の異なる多様な構成によってその進化
がある。生態学では，多様性を持った生物群の方が，画一
的な生物群よりも，環境変化に適応し，生き残る可能性が
高いと考えられている。社会もまたしかりであると思う。
幸い，本学会は，伝統的に外に対して開かれており，多様
な人材が集まる。また，非常に優秀で，学問に対して実直
な，模範となるべき多くの諸先輩もおられる。このコミュ
ニティを上手く運営することが，学会発展，ひいては，若
い人のために求められると思う。75周年の記念事業で，皆
さん頑張っていることと思う。しかし，やや懸念すること
は，例 え ば，International Symposium on Agricultural

Meteorology（ISAM）の企画で非常に頑張った年の反省は，
いつも，今後は，毎年行うのは止めた方がいいという，支
部からの反省会の報告であった。その都度，大きなイベン
トの必要はないので，毎年続けるようにと言い続けてきた。
以前と比べれば，その効果の理解者も増えたとは思うが，
75周年のイベントの後，そのようにならないことだけはお
願いしたいと思う。若い研究者が，イベントに過度に動員
されるのだけは避けて頂きたい。
最後に，このような執筆の機会を与えて頂いた，北野会

長はじめ，編集委員会の方々には改めてお礼を申し上げる。
役に立つことを書けたがどうかは別として，私自身の日頃
感じていることを，幾らかでも整理できたことはよかった
と思う。最近，私自身は，招待講演等では話す機会は数多
くあるが，本学会の大会で話す機会が余りなかったので，
自分自身の研究者としての歩みと，その時々の出会いを幾
らかでも紹介できたことは嬉しく思う。そして，この学会
を通じての出会いが，私自身の研究者としての歩みに，多
くのことを与えてくれたことに感謝する。
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